
（1）　第40号� 令和６年１月１日発行福島県交通安全母の会連絡協議会会報

　　　 わたります　止まるやさしさ　ありがとう 　　　

交通安全は
家 庭 か ら

第4 0号
福 島 県 交 通 安 全
母 の 会 連 絡 協 議 会
発行責任者　齋藤和子

（題字
 名誉会長　山㟢信子）

 

あ
い
さ
つ

　
　
　
　
福
島
県
交
通
安
全

　
　
　
　
　
母
の
会
連
絡
協
議
会

会 

長
　
齋
藤 

和
子

　
福
島
県
交
母

会
員
の
皆
様
、

新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
四
年
越
し
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
講
じ
て
い

た
、
昨
年
当
初
と
一
変
し
清
々
し
い
新
年

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
員
の

皆
様
と
共
に
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
の
干
支
は
「
辰
（
た
つ
）」
で
縁
起
の
良

い
年
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。「
辰
」
は

十
二
支
の
中
で
唯
一
空
想
上
の
生
き
物
で

そ
の
力
強
さ
が
隆
盛
の
象
徴
と
し
て
尊
ば

れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
勇
気
、
粘
り
強
さ
、
知
性
の
真

髄
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
県
交
母
を
取
り
巻
く
各
種
環
境
も
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
時

こ
そ
今
年
の
干
支
に
学
び
、
会
員
一
致
団

結
し
て
難
局
を
乗
り
越
え
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
四
年
振
り
に
通
常
の
形

式
で
、
各
種
会
議
や
大
会
が
開
催
さ
れ
、

各
地
域
持
ち
回
り
の
大
会
も
復
活
し
ま
し

た
が
、
県
及
び
関
係
市
町
村
事
務
局
の

方
々
の
御
労
苦
に
改
め
て
感
謝
と
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　
今
年
も
ま
た「
交
通
安
全
は
家
庭
か
ら
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
各
地
域
に
即
し
た

各
種
活
動
を
推
進
し
、
次
代
を
担
う
大
切

な
私
達
の
子
ど
も
達
と
高
齢
者
の
事
故
防

止
に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
会
員
及
び
、
御
家
族
皆
様
方
の

御
健
勝
と
御
多
幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
年

頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第52回　通 常 総 会

　
令
和
五
年
六
月
二
日
（
金
）

福
島
市
杉
妻
会
館
に
お
い
て
、

第
五
十
二
回
福
島
県
交
通
安

全
母
の
会
連
絡
協
議
会
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
齋
藤
会
長
よ
り
挨
拶
が
あ

り
、
永
年
に
わ
た
っ
て
母
の

会
の
活
動
を
進
め
て
こ
ら
れ

た
優
良
市
町
村
交
通
安
全
母

の
会
三
団
体
・
優
良
交
通
安

全
母
の
会
会
員
十
二
名
に
、

齋
藤
会
長
か
ら
表
彰
状
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
本
協
議
会
に
多
大
な
る

御
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
福

島
県
自
動
車
会
議
所
様
・
小

林
豊
子
き
も
の
学
院
東
北
本

部
福
島
講
師
会
様
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
を
代
表
し
て
猪
苗
代
町
の

土
屋
紀
伊
子
様
が
謝
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鈴
木
正
晃
福
島
県

副
知
事
様
（
内
堀
福
島
県
知

事
代
理
）
を
始
め
、
多
数
の

御
来
賓
の
方
々
に
御
臨
席
を

賜
わ
り
県
交
母
の
活
動
に
対

し
感
謝
と
敬
意
を
込
め
た
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
議
事
で
は
、
令
和
四
年
度

の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
が

承
認
さ
れ
、
令
和
五
年
度
事

業
計
画
案
及
び
予
算
案
に
つ

い
て
の
審
議
が
な
さ
れ
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
県
知
事
賞
を
授
与

さ
れ
た
猪
苗
代
の
宇
月
静
子

副
会
長
に
花
束
の
贈
呈
が
あ

り
、
こ
れ
を
も
っ
て
滞
り
な

く
通
常
総
会
が
閉
会
さ
れ
ま

し
た
。

○福島県交通安全母の会連絡協議会表彰
【優良市町村交通安全母の会】
御山小学区交通安全母の会（福島市）　　蓬萊交通安全母の会（福島市）　　富田東交通安全母の会（郡山市）

【優良交通安全母の会員】

○福島県交通安全母の会連絡協議会感謝状
一般財団法人福島県自動車会議所　　小林豊子きもの学院東北本部　福島講師会

渡辺　邦子（福島市）
後藤　國子（福島市）
唯木　朋枝（福島市）

佐藤由紀子（桑折町）
常松　洋子（鏡石町）
遠藤恵美子（西郷村）

渡部　友子（西会津町）
土屋紀伊子（猪苗代町）
平野　香利（南会津町）

星　　博子（下郷町）
半杭　昌子（南相馬市）
工藤　章恵（いわき市）

第52回通常総会受賞者

齋藤会長挨拶祝辞（鈴木副知事） 受賞の様子



令和６年１月１日発行� 第40号　（2）福島県交通安全母の会連絡協議会会報

　　　 わたります　止まるやさしさ　ありがとう 　　　

　
令
和
五
年
八
月
三
十
日
（
水
）
サ
ン
ラ

イ
ズ
も
と
み
や
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第

三
十
二
回
交
通
安
全
母
親
福
島
県
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
交
通
事
故
の
犠
牲
者
、
故
山

﨑
信
子
名
誉
会
長
に
黙
と
う
を
捧
げ
、
県

交
母
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

　
齋
藤
会
長
の
主
催
者
挨
拶
の
後
、
交
通

安
全
活
動
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
福
島

市
の
加
藤
美
保
子
氏
、
会
津
若
松
市
の
高

畑
京
子
氏
、い
わ
き
市
の
志
賀
智
子
氏
三
名

が
山
﨑
信
子
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
山
﨑
信
子
功
績
顕
彰
委
員
会
に
御
寄

附
を
い
た
だ
い
た
丹
治
吉
、
金
内
奈
緒
子
両

元
副
会
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
御
多
忙
の
中
御
臨
席
を
賜
わ
り
ま
し
た

鈴
木
正
晃
福
島
県
副
知
事
様
（
内
堀
福
島

県
知
事
代
理
）
を
始
め
、
多
く
の
御
来
賓

の
方
々
か
ら
御
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
高
松
義
行
本
宮
市
長
様
か
ら
歓

迎
の
御
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、講
演
の
始
ま
り
で
す
。「
私
と
福

祉
」
と
題
し
、
歌
手
、
障
が
い
者
福
祉
施

設
「
岬
学
園
か
も
め
パ
ン
工
房
」
の
園
長

岬
花
江
氏
を
迎
え
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
障
が
い
者
自
身
が
生
き
が
い
を
感
じ
な

が
ら
、
た
く
さ
ん
の
活
動
を
通
し
、
地
域

住
民
の
方
々
と
共
に
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や

街
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。「
障
が
い
者
と
共
に
生

き
る
」
を
目
指
し
、
自
ら
の
歌
手
活
動
と

と
も
に
、
園
長
と
し
て
学
園
生
に
踊
り
や

太
鼓
を
教
え
、
イ
ベ
ン
ト
に
一
緒
に
立
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
心
の
こ
も
っ
た
本
当

に
聞
い
て
良
か
っ
た
、
内
容
あ
る
講
演
で

し
た
。
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

　
最
後
の
大
会
宣
言
は
、
拍
手
を
も
っ
て

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
一
致
団
結
し
交
通
安
全
活
動

に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
三
十
二
回
交
通
安
全
母
親
福
島

県
大
会
に
お
い
て
、
第
五
回
山
﨑
信

子
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山

﨑
信
子
賞
は
、
約
半
世
紀
に
わ
た
り

他
の
模
範
と
な
っ
て
交
通
安
全
運
動

に
尽
力
さ
れ
た
山
﨑
信
子
氏
の
功
績

を
称
え
、
末
永
く
後
世
に
引
き
継
ぐ

た
め
、
交
通
安
全
活
動
に
特
に
顕
著

な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
や
母
の
会
を

表
彰
し
、
交
通
安
全
運
動
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
い
く
事
を
目
的
と
し

て
、
平
成
二
十
九
年
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
栄
え
あ
る
受
賞
者
は
、
福
島

市
の
加
藤
美
保
子
氏
と
会
津
若
松
市

の
高
畑
京
子
氏
と
い
わ
き
市
の
志
賀

智
子
氏
で
す
。

　
加
藤
美
保
子
氏
　
経
歴

○
　�

平
成
五
年
　
福
島
市
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
　
副
会
長

○
　�

平
成
六
年
　
福
島
市
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
長

○
　�

平
成
七
年
～
十
二
年
　
福
島
交

通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会
長

○
　�

平
成
八
年
　
福
島
市
交
通
対
策

協
議
会
長
表
彰

○
　�

平
成
九
年
　
福
島
県
交
通
対
策

協
議
会
長
表
彰

○
　�

平
成
九
年
　
福
島
県
交
通
安
全

母
の
会
連
絡
協
議
会
長
表
彰

○
　�

平
成
十
三
年
～
現
在
　
福
島
市

交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会

顧
問

　
高
畑
　
京
子
氏
　
経
歴

○
　�

平
成
十
一
年
　
会
津
若
松
市
交

通
対
策
協
議
会
長
表
彰

○
　�

平
成
十
二
年
～
現
在
　
会
津
若

松
市
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

長

○
　�
平
成
十
七
年
　
福
島
県
交
通
安

全
母
の
会
連
絡
協
議
会
長
表
彰

○
　�

平
成
十
九
年
　
全
国
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
長
表
彰

○
　�

令
和
元
年
～
現
在
　
福
島
県
交

通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会
常

任
理
事

　
志
賀
　
智
子
氏
　
経
歴

○
　�

平
成
二
十
七
年
　
い
わ
き
市
交

通
安
全
母
の
会
連
合
会
長

○
　�

平
成
二
十
八
年
～
現
在
　
い
わ

き
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
顧

問

○
　�

平
成
二
十
八
年
～
現
在
　
福
島

県
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協
議

会
常
任
理
事

○
　�

平
成
二
十
八
年
　
い
わ
き
市

長
、
い
わ
き
市
交
通
安
全
母
の

会
連
合
会
長
連
名
表
彰

○
　�

平
成
二
十
八
年
　
福
島
県
交
通

安
全
母
の
会
連
絡
協
議
会
長
表

彰

　
御
三
方
は
、長
年
地
域
に
お
け
る
母

の
会
会
長
と
し
て
、
会
員
を
導
き
、
ま

た
会
員
を
ま
と
め
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

大
き
な
功
績
を
残
し
て
お
り
、
山
﨑

信
子
賞
に
ふ
さ
わ
し
い
方
々
で
す
。

　
地
域
の
母
の
会
活
動
を
盛
り
上
げ

て
、
更
に
発
展
す
る
よ
う
尽
力
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

受賞の様子

「山 㟢 信 子 賞」表 彰

会場の様子

岬氏講演　会員もステージに上がった際の様子

鈴木副知事祝辞

岬氏、齋藤会長共演時の様子

齋藤会長挨拶

岬氏講演

第32回交通安全母親福島県大会



（3）　第40号� 令和６年１月１日発行福島県交通安全母の会連絡協議会会報

　　　 わたります　止まるやさしさ　ありがとう 　　　

　各市町村交通安全母の会では毎年10月に「県下一斉交通安全街頭啓発活動」を実施しています。
　令和５年度も多くの市町村交通安全母の会で横断幕や啓発品の配布を行い、ドライバーや歩行者に交通事故防止をア
ピールしております。
　今後も交通安全母の会の基本理念である「交通安全は家庭から」、「命大切に」をスローガンに、悲惨な交通事故を一件
でもなくすため、母親の立場で地域に根ざした活動を継続していきましょう。

【伊達市交通安全母の会】
R5.10.15

国道349号線からしまパチンコ梁川店前交差点

【矢吹町交通安全母の会】
R5.10.12

国道4号線ミニストップ大町付近

【猪苗代町交通安全母の会】
R5.10.14

ヨークベニマル猪苗代店　店頭

【泉崎村交通安全母の会】
R5.10.11

国道４号線　はにわの里前

【白河市交通安全母の会】
R5.10.12

白河市公設卸売市場付近の国道４号線

【西会津町交通安全母の会】
R5.10.15

国道49号線付近スーパー

【桑折町交通安全母の会】
R5.10.13

県道353号桑折町字上町付近

【磐梯町交通安全母の会】
R5.10.21
道の駅ばんだい

　
令
和
五
年
六
月
二
十
九
日
（
木
）、
郡
山
市
安
積

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
を
開
催
し
、

県
内
各
地
か
ら
約
八
十
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
開
会
の
言
葉
に
続
き
、
齋
藤
会
長
よ
り
「
高
齢

者
の
運
転
に
よ
る
悲
惨
な
事
故
が
相
次
い
で
発
生

し
て
い
る
状
況
の
た
め
、
事
故
を
一
件
で
も
減
少

で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
安
全
・
安

心
な
環
境
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
自
動
車
運
転
者
、
歩
行
者
、
自
転
車

運
転
者
が
事
故
に
遭
う
状
況
を
疑
似
体
験
で
き
る

ブ
ー
ス
を
設
け
、
参
加
者
が
実
際
に
事
故
の
状
況

を
体
験
し
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て
、
運
転
者
や
歩
行
者
の
視

点
で
見
た
道
路
環
境
を
再
現
し
、
危
険
な
場
所
や

道
路
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
自
転
車
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
、
交
差
点
で
左
右
を
確
認

し
事
故
を
予
測
し
な
が
ら
運
転
し
ま
し
た
。
実
際

に
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
乗
り
運
転
さ
れ
た

参
加
者
は
「
思
っ
た
以
上
に
自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル

操
作
が
難
し
く
、
安
全
走
行
が
で
き
な
か
っ
た
。」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
全
体
協
議
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

様
々
な
質
問
が
あ
り
県
警
本
部
交
通
部
交
通
企
画

課
、
郡
山
警
察
署
交
通
課
の
職
員
の
方
々
が
質
問

に
丁
寧
に
答
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
参
加

者
の
皆

さ
ん
は
、

と
て
も

有
意
義

な
研
修

会
だ
っ

た
と
満

足
し
て

い
ま
し

た
。

危険予測歩行者シュミレータ自転車シュミレータ

意見交換

子どもと高齢者の交通安全リーダー研修会



　　　 わたります　止まるやさしさ　ありがとう 　　　

令和６年１月１日発行� 第40号　（4）福島県交通安全母の会連絡協議会会報

 表　彰 

　 　 　 　 　 　  交 通 安 全 ト ピ ッ ク ス  　 　 　 　 　 　
◎県内の交通事故状況
　令和４年の県内における交通事故死者数は会員の皆様を始めとする関係者の御尽力により、現行の交通事故統計を開始
して以来、最少の数値（47人）となりました。一方で、令和５年は交通事故が多発し、交通事故死者数は11月上旬で令和
４年の年間数値を上回りました。さらには飲酒運転による交通事故の件数も大幅に増加しております。
　交通事故の減少に向け、会員の皆様のより一層の御協力をよろしくお願いいたします。

◎交通安全啓発ＣＭ放映中！！
　当連絡協議会などで構成される福島県交通対策協議会では、「交通安全フクレンジャー」を主役として新たに３つの交通
安全啓発ＣＭとポスター等を作成いたしました。
　これらのＣＭは県内民放４局で放映されているほか、YouTubeで視聴することもできます。是非御覧いただくととも
に、地区での啓発活動等で周りの方へも御案内ください。

編 

集 

後 

記

★福島県知事表彰
　宇月　静子 さん（猪苗代町）

　５月３日の憲法記念日に、交通安全功労者と
して、県知事表彰をいただきました。
　誠に光栄に存じます。齋藤会長をはじめ役員
の皆様の御指導と共に支えてくださった地域の
皆さんのおかげかと思っております。
　今後も交通安全活動に尽力させていただきま
す。

受賞コメント

　
第
40
号
「
県
交
母
だ
よ
り
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
皆

様
の
お
手
元
に
届
く
頃
は
、
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

た
事
と
存
じ
ま
す
。

　
発
行
に
あ
た
り
、
編
集
委
員
と
し
て
御
協
力
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
は
い
つ
も
書
い
て
い
る
人
で
は
な
く
、
新
し
く

常
任
理
事
さ
ん
に
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
鮮
な
「
交
母
だ
よ
り
」
が
出
来
上
り
ま
し
た
。

　
六
月
の
総
会
を
は
じ
め
に
計
画
を
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
に
も
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
六
年
度
も
良
い
年
に
な
り
ま
す
様
に
、
念
じ
て

お
り
ま
す
。

　
県
内
の
交
母
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
様
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
命
を
守
る
活
動
を
し
て
い
く
母
の
会
で
す
。
ど
う
ぞ

皆
様
と
共
に
力
を
あ
わ
せ
て
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
楽
し
く
交
母
会
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
あ
り
が
と
う
。

会　　長　齋藤　和子（いわき市）
副 会 長　林　　仁子（南相馬市）
　 〃 　　栁沼　則子（郡山市）
　 〃 　　宇月　静子（猪苗代町）
常任理事　柏倉かつゑ（福島市）
　 〃 　　菅野　　吉（伊達市）
　 〃 　　安齋ミツル（二本松市）

常任理事　渡辺　初美（本宮市）
　 〃 　　添田喜美代（鏡石町）
　 〃 　　横山　裕子（田村市）
　 〃 　　徳田　芳江（白河市）
　 〃 　　高畑　京子（会津若松市）
　 〃 　　志賀　智子（いわき市）

役員名簿（常任理事以上）
（令和５年８月30日）

「横断歩行者の保護」編 「自転車乗るなら」編 「飲酒運転防止」編

県知事表彰宇月氏


